
日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
）

日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。

│
二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
変
化

│

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二

は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
一
一
月
初
旬
に
か
け
、
郵
送
法
に
よ
り
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
』
を
実
施
し
た
。
本
調
査
は
信
頼
、
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
関
係
資
本

（
1
）

を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。
全
国
二
一

大
都
市
、
そ
の
他
の
市
、
町
村
か
ら
一
〇
〇
地
点
を
無
作
為
抽
出
し
、
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
ま
で
の
住
民
を
母
集
団
と
し
て
、
各
地
点
の

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
各
地
点
一
〇
〇
人
計
一
万
人
を
抽
出
し
て
調
査
票
を
郵
送
し
、
三
、五
七
五
票
の
有
効
回
答
（
回
答
率

三
五
・
八
％
）
を
得
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
〇
年
に
同
内
容
の
質
問
票
に
よ
り
筆
者
が
全
国
を
対
象
に

論　

説

一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
二
）

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（N

=1,599

）
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
が
実
施
し
た
全
国
郵
送
法
調
査
（N

=1,878

）
と
の
比
較
を
行
う
。

な
お
、
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
調
査
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
か
ら
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

1
．
二
〇
一
三
年
全
国
郵
送
法
調
査
の
概
要

1－

1　

調
査
目
的
と
設
問

﹇
目
的
﹈

外
部
性
を
伴
う
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
関
係
資
本
を
、
一
般
的
信
頼
、
特
定
化
信
頼
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
つ
き
あ

い
・
社
会
参
加
）
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
社
会
関
係
資
本
と
健
康
（
主
観
的
健
康
、
生
活
で
の
積
極
性
＝
抑
う
つ
度

（
2
）

）
と

の
関
連
を
検
証
す
る
。
社
会
関
係
資
本
に
は
一
般
的
信
頼
な
ど
認
知
的
な
も
の
と
、
社
会
交
流
・
社
会
参
加
の
側
面
か
ら
み
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
構
造
的
な
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
本
調
査
は
そ
の
双
方
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る

（
3
）

。

﹇
調
査
内
容
・
設
問
﹈

1
．
社
会
全
体
へ
の
一
般
的
信
頼
、
2
．
互
酬
性
、
3
．
日
常
的
な
つ
き
あ
い
、
4
．
地
域
で
の
活
動
状
況
と
活
動
参
加
者
の
同
質
性
、

5
．
生
活
の
満
足
度
・
心
配
事
、
6
．
特
定
化
信
頼
、
7
．
主
観
的
健
康
と
抑
う
つ
度
、
8
．
寄
付
・
募
金
活
動
、
9
．
腐
敗
行
為
に
対

す
る
許
容
度
、
10
．
回
答
者
の
属
性

本
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施
し
た
ソ
ー
シ
ャ

二



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
三
）

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人
大
阪
大
学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
多
く
の
改
訂

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
調
査
の
内
容
・
形
式
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
学
医
学
部
倫
理
委
員
会
の
審
査
を
受
審
し
、
承
認
を
得
て
い
る

（
4
）

。

1－

2　

調
査
・
実
施
主
体

日
本
大
学
法
学
部　

稲
葉
陽
二
研
究
室

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

1－

3　

調
査
関
連
期
間

調
査
票
の
検
討　

二
〇
一
三
年
四
月
〜
六
月

調
査
の
倫
理
面
か
ら
の
審
査　

二
〇
一
三
年
六
月
二
〇
日
〜
七
月
二
三
日

調
査
実
施
期
間　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
八
日

1－

4　

調
査
方
法

二
段
階
無
作
為
抽
出
郵
送
法
（
配
付
・
回
収
と
も
）

1－

5　

母
集
団
と
調
査
対
象
者
、
対
象
者
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法

﹇
母
集
団
﹈　

全
国
の
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
の
居
住
者

三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
四
）

﹇
対
象
者
﹈　

全
国
一
〇
〇
地
点
に
お
け
る
居
住
者
一
〇
、〇
〇
〇
名

﹇
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法
﹈　

全
国
一
〇
〇
地
点
を
無
作
為
抽
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
二
〇
歳
か
ら
七
九

歳
の
居
住
者
一
〇
〇
人
を
無
作
為
抽
出

1－

6　

調
査
配
票
数
・
回
収
数
・
回
収
率

﹇
配
票
数
﹈　

一
〇
、〇
〇
〇
票

﹇
回
収
数
﹈　

三
、五
七
五
票
（
無
効
票
な
し
）

﹇
有
効
回
収
数
﹈　

三
五
・
七
五
％
（
三
、五
七
五
票
／
一
〇
、〇
〇
〇
票
）

1－

7　

調
査
実
施
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表
者　

稲
葉
陽
二
、
研
究
協
力
者　

緒
方
淳
子
、
調
査
実
施
と
回
答
の
入
力
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

1－

8　

記
述
統
計
量
と
回
答
者
の
属
性

四



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
五
）

表 1　2013年調査記述統計量　回答者の属性

Ｎ 平均・構成比（%） 標準偏差ほか 範囲

性別 男性 1628 45.5

女性 1947 54.5

年齢 3575 53.5歳 15.8 20-79

職業 自営業 341 9.5

経営者 87 2.4

民間・団体勤め人
（正規社員） 820 22.9 最頻値

民間・団体勤め人
（契約・派遣社員） 195 5.5

公務員・教員 168 4.7

臨時・パート勤め人 536 15.0

学生 61 1.7

無職 588 16.4

専業主婦・主夫 594 16.6

その他 94 2.6

居住
形態

持ち家 2747 76.8

借家 721 20.2

居住年数 3484 25.5年 0-79

同居
人数

単身 346 9.7

同居人あり 3155 88.3

最終
学歴

小中学校 375 10.5

高等学校 1438 40.2 中位値・最頻値

専修学校ほか 407 11.4

高専・短大 383 10.7

大学 844 23.6

大学院 81 2.3

世帯
年収

200万円未満 354 9.9

200 ～　400万円未満 1051 29.4 最頻値

400 ～　600万円未満 816 22.8 中位値

600 ～　800万円未満 497 13.9

　800 ～ 1,000万円未満 329 9.2

1,000 ～ 1,200万円未満 147 4.1

1,200万円以上 145 4.1

五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
六
）

2
．
調
査
結
果
の
概
要

表
2
は
集
計
値
か
ら
み
た
本
調
査
の
結
果
を
示
し
て
お
り

（
5
）

、
二
〇
一
三
年
調
査
以
外
に
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
実
施
し
た
二
〇
〇
三
年

全
国
郵
送
法
調
査

（
6
）

と
、
筆
者
が
実
施
し
た
二
〇
一
〇
年
全
国
郵
送
法
調
査
の
二
つ
の
全
国
調
査
の
集
計
値
と
の
比
較
を
加
え
て
い
る
。
参

考
と
し
て
、
筆
者
が
①
二
〇
〇
八
年
長
野
県
須
坂
市
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
郵
送
法
調
査
、
②
二
〇
〇
九
年
徳
島
県
上
勝
町
で
上
勝
町

診
療
所
と
共
同
で
実
施
し
た
郵
送
法
調
査
、
③
二
〇
一
二
年
東
京
都
九
区
調
査
、
の
三
つ
の
地
域
調
査
の
結
果
概
要
も
掲
載
し
て
い
る
。

今
回
調
査
の
集
計
値
を
み
る
と
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
の
指
標
で
あ
る
「
一
般
的
信
頼
」（generalized trust

）
で
は
「
ほ
と
ん
ど

の
人
は
信
頼
で
き
る
」（
九
段
階
評
価
の
上
位
三
段
階
合
計
）
が
二
六
・
九
％
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
対
象
を
絞
っ
た
「
旅
先
で
の
信
頼
」（
九

段
階
評
価
の
上
位
三
段
階
合
計
）
は
そ
れ
よ
り
低
く
二
二
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
、
対
象
を
よ
り
具
体
的
に
し
た
「
特
定
化
信
頼
」（particularized trust （

7
）

）
で
は
、「
家
族
へ

の
信
頼
」（「
頼
り
に
な
る
」
と
回
答
し
た
者
の
比
率
、
以
下
同
じ
）
が
八
四
・
一
％
と
際
立
っ
て
高
く
、「
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
」
が

六
〇
・
四
％
と
家
族
に
次
い
で
高
い
。
同
様
に
「
親
戚
へ
の
信
頼
」
も
五
八
・
二
％
と
高
い
。
た
だ
、「
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
」
は
友

人
・
知
人
の
約
半
分
の
二
八
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
理
変
数
と
し
て
の
社
会
参
加
・
社
会
交
流
に
つ
い
て
は
、「
地
縁
的
活
動
へ
の

参
加
率
」
五
〇
・
七
％
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」
五
五
・
八
％
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参

加
率
」
三
〇
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
交
流
に
つ
い
て
は
、「
隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
」
に
つ
い
て
は
「
生
活
面
で
協
力
」
と
「
日
常

的
に
立
ち
話
」
の
合
計
の
比
率
が
五
九
・
〇
％
、「
つ
き
あ
っ
て
い
る
人
数
が
概
ね
五
人
以
上
」
が
や
は
り
五
六
・
八
％
、
つ
ま
り
回
答
者

六



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
七
）

表
2
　
調
査
結
果
（
集
計
値
）
の
概
要

類
型

一
般

的
信

頼
（

T
rust）

特
定

化
信

頼
（

T
rustw

orthiness）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
つ

き
あ

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
団

体
参

加

設問
一般的な信頼

旅先での信頼

近所の人々への信頼

家族への信頼

親戚への信頼

友人・知人への信頼

職場の同僚への信頼

近所づきあいの程度

近所づきあいの人数

友人・知人との

つきあい頻度

親戚との

つきあい頻度

職場の同僚との

つきあい頻度

地縁活動

スポーツ・趣味・

娯楽活動

ボランティア・

ＮＰＯ・市民活動

サンプル数

ほとんど

信頼できる

ほとんど

信頼できる

頼りになる

頼りになる

頼りになる

頼りになる

頼りになる

生活面で

協力・立話

かなり多い・

ある程度と面識

日常的・

ある程度頻繁

日常的・

ある程度頻繁

日常的・

ある程度頻繁

参加している

参加している

参加している

全
国

調
査

（
2013年

）
3,575

26.9
22.0

31.9
84.1

58.2
60.4

28.8
59.0

56.8
45.2

32.9
17.2

50.7
55.8

30.1

全
国

調
査

（
2010年

）
1,599

27.9
21.3

40.5
89.1

66.7
69.7

36.5
60.4

59.5
49.2

38.0
22.1

51.8
52.0

32.1

全
国

調
査

（
2003年

）
1,878

24.8
18.9

43.1
90.1

63.8
73.7

42.9
70.1

67.7
57.7

37.1
25.4

35.5
30.9

16.8

2010か
ら

2013へ
の

変
化

－
1.0

0.7
－

8.6
－

5.0
－

8.5
－

9.3
－

7.7
－

1.4
－

2.7
－

4.0
－

5.1
－

4.9
－

1.1
3.8

－
2.0

2003か
ら

2013へ
の

変
化

2.1
3.1

－
11.2

－
6.0

－
5.6

－
13.3

－
14.1

－
11.1

－
10.9

－
12.5

－
4.2

－
8.2

15.2
24.9

13.3

東
京

都
9
区

調
査

（
2012年

）
458

25.4
20.3

25.9
84.1

54.3
67.9

34.5
44.9

45.6
48.7

27.1
26.0

28.6
42.6

18.1

 下
町

（
足

立
・

葛
飾

・
江

戸
川

）
150

22.6
20.0

27.3
83.3

50.0
59.4

30.0
46.0

45.3
38.0

19.4
23.4

28.7
38.7

15.3

 都
心

（
千

代
田

・
中

央
・

港
）

157
31.2

24.8
21.7

85.3
49.7

75.1
44.6

42.1
47.7

54.8
31.2

30.0
33.8

42.0
21.0

 山
の

手
（

目
黒

・
世

田
谷

・
杉

並
）

150
21.4

15.4
28.7

83.3
64.0

69.3
28.7

47.3
44.0

53.3
30.7

24.7
23.3

47.3
18.0

徳
島

県
上

勝
町

（
2009年

）
632

25.2
13.3

74.2
93.4

83.0
72.8

46.7
81.6

75.6
59.5

41.3
28.2

51.6
30.9

36.0

長
野

県
須

坂
市

（
2008年

）
601

33.8
22.0

48.4
88.7

71.9
68.7

31.9
72.7

72.4
54.1

39.6
20.5

53.2
46.9

27.3

（
出

所
）

2003年
調

査
は

内
閣

府
調

査
、

そ
れ

以
外

は
筆

者
調

査

（
％

）

七
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（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
八
）

の
六
割
近
く
は
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
も
高
く
人
数
も
五
人
以
上
と
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
が
、
近
所
の
住
民
に
つ
い
て
「
ほ
と
ん
ど
信
頼

で
き
る
」
と
答
え
た
比
率
は
三
一
・
九
％
と
、
つ
き
あ
い
の
程
度
や
人
数
の
割
に
は
高
く
な
い
。

「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
」
も
「
日
常
的
に
あ
る
（
毎
日
〜
週
に
数
回
程
度
）」
と
「
あ
る
程
度
頻
繁
に
あ
る
（
週
に
一
回
〜
月
に
数
回

程
度
）」
の
合
計
が
四
五
・
二
％
と
半
数
近
く
の
人
が
週
に
一
回
以
上
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
親
戚
・

親
類
」
と
週
一
回
以
上
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
者
は
三
二
・
九
％
と
全
体
の
三
分
の
一
で
あ
る
。
一
方
、「
職
場
以
外
で
の
職
場
の
同
僚
と
の

つ
き
あ
い
」
は
、「
日
常
的
に
あ
る
（
毎
日
〜
週
に
数
回
程
度
）」
と
「
あ
る
程
度
頻
繁
に
あ
る
（
週
に
一
回
〜
月
に
数
回
程
度
）」
が
一
七
・
二
％

と
週
一
回
以
上
職
場
外
で
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
は
近
所
づ
き
あ
い
や
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
本
調
査
で
は
、
社
会
関
係
資
本
の
関
連
項
目
と
し
て
互
酬
性
、
回
答
者
が
参
加
し
て
い
る
活
動
が
橋
渡
し
型
か
結
束
型
か
、

利
他
性
（
寄
付
・
募
金
活
動
）、
不
正
行
為
へ
の
許
容
度
、
ま
た
社
会
関
係
資
本
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
生
活
満
足
度
、
一
七
項

目
に
わ
た
る
日
常
生
活
で
の
問
題
や
心
配
事
、
主
観
的
健
康
（
四
段
階
評
価
）
お
よ
び
抑
う
つ
度
（
Ｋ
6
値
）
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
人
を
助
け
れ
ば
、
今
度
は
自
分
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に
世
の
中
は
で
き
て
い
る
」
と
い

う
「
一
般
的
互
酬
性
」
に
つ
い
て
は
、
四
人
に
一
人
（
二
六
・
九
％
）
が
肯
定
的
に
答
え
て
お
り
、「
人
を
助
け
れ
ば
、
い
ず
れ
そ
の
人
か

ら
助
け
て
も
ら
え
る
と
思
う
」
と
い
う
「
特
定
化
互
酬
性
」
に
つ
い
て
は
、
一
七
・
四
％
が
肯
定
的
に
答
え
て
い
る
。「
寄
付
・
募
金
」
に

つ
い
て
は
回
答
者
の
ほ
ぼ
三
人
に
二
人
（
七
一
・
八
％
）
が
何
ら
か
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
不
正
行
為
の
許
容
度
」
に
つ

い
て
は
「
脱
税
」
と
「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」
こ
と
や
「
収
賄
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
者
の
九
三
・
一
％
、

九
二
・
九
％
、
九
一
・
八
％
が
認
め
ら
れ
な
い
（
一
〇
段
階
評
価
の
認
め
ら
れ
な
い
上
位
三
段
階
合
計
）
と
大
変
厳
し
い
態
度
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
資
格
が
な
い
の
に
国
の
年
金
や
医
療
給
付
な
ど
を
要
求
す
る
」
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
な
い
（
一
〇
段
階
評
価
の
認
め
ら
れ
な
い
上
位
三
段
階

八



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
九
）

合
計
）
は
八
三
・
五
％
と
他
の
三
項
目
と
比
べ
て
若
干
寛
容
で
あ
る
。

生
活
満
足
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
満
足
」
と
「
満
足
し
て
い
る
」
の
合
計
は
半
数
（
五
三
・
二
％
）
が
満
足
し
て
い
る
。
心
配
事
の
な
か

で
は
、
生
活
上
の
孤
立
を
「
か
な
り
心
配
」「
少
し
心
配
」
と
答
え
た
者
は
、
四
人
に
一
人
（
二
六
・
二
％
）
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

「
主
観
的
健
康
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）」
は
回
答
者
の
将
来
の
健
康
状
態
の
予
測
力
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
は
「
と
て
も
健

康
」
七
・
九
％
、「
ま
あ
健
康
」
六
五
・
八
％
と
合
計
七
三
・
七
％
、
四
人
に
三
人
が
健
康
と
答
え
て
い
る
。「
抑
う
つ
度
（
Ｋ
6
値
）」
に
つ

い
て
は
、
一
〇
点
以
上
の
否
定
的
回
答
を
し
た
者
の
比
率
は
ほ
ぼ
七
人
に
一
人
の
割
合
（
一
四
・
六
％
）
に
な
っ
て
い
る
。

3
．
過
去
の
全
国
調
査
と
の
比
較

上
述
の
と
お
り
、
本
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人
大
阪
大
学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査N

=2,000

、
郵
送
法

調
査N

=1,878

）
に
準
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
筆
者
が
郵
送
法
に
よ
る
全
国
調
査
（N

=1,599

）
を
実
施
し
て
い
る
。
両
調

査
の
設
問
の
大
部
分
は
今
回
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
調
査
に
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
調
査
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
以
下

で
は
こ
れ
ら
三
調
査
の
比
較
を
通
じ
て
、
社
会
関
係
資
本
の
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
を
み
て
い
き
た
い
。

九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
〇
）

3－

1　

集
計
値
の
比
較

二
〇
一
〇
年
調
査
と
の
比
較

集
計
値
で
み
る
限
り
、
今
回
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
調
査
は
「
旅
先
で
の
信
頼
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
」「
職
場

の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
頻
度
」
を
除
き
、
表
2
に
示
さ
れ
る
す
べ
て
の
項
目
で
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
を
下
回
っ
て
い
る
。
と
く
に
特
定

の
対
象
に
対
す
る
信
頼
（「
特
定
化
信
頼
」）
は
「
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
」
が
六
九
・
七
％
か
ら
六
〇
・
四
％
へ
九
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
、「
近

所
の
人
々
へ
の
信
頼
」
が
四
〇
・
五
％
か
ら
三
一
・
九
％
へ
八
・
六
％
ポ
イ
ン
ト
、「
親
戚
へ
の
信
頼
」
が
六
六
・
七
％
か
ら
五
八
・
二
％
へ

八
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
、「
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
」
が
三
六
・
五
％
か
ら
二
八
・
八
％
へ
七
・
七
％
ポ
イ
ン
ト
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
〇
年
調
査

に
比
し
大
幅
な
低
下
を
み
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
近
所
づ
き
あ
い
」
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
が
軒
並
み
低
下
し
て

い
る
。
た
だ
し
、「
一
般
的
信
頼
」
は
二
〇
一
〇
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
参
加
率
、

地
縁
的
活
動
へ
の
参
加
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
低
下
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
①
一
般
的
信
頼
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
②

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
が
低
下
し
、
同
時
に
③
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
の
影
響

を
受
け
や
す
い
特
定
化
信
頼
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
、「
絆
」
の
重
要
性
が
マ
ス
コ
ミ

等
で
喧
伝
さ
れ
た
事
実

（
8
）

に
鑑
み
れ
ば
、
震
災
後
、
社
会
関
係
資
本
が
よ
り
醸
成
さ
れ
た
と
す
る
仮
説
が
一
般
的
に
受
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
本
調
査
結
果
を
み
る
か
ぎ
り
こ
の
仮
説
は
成
立
し
て
い
な
い

（
9
）

。

二
〇
〇
三
年
調
査
と
の
比
較

こ
の
二
〇
一
〇
年
調
査
か
ら
二
〇
一
三
年
調
査
へ
の
変
化
、
つ
ま
り
、
①
一
般
的
信
頼
は
比
較
的
安
定
し
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体

一
〇



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
一
）

と
す
る
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
が
低
下
し
、
同
時
に
③
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
の
影
響
を
受
け
や
す
い
特
定
化

信
頼
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
点
は
、
よ
り
長
期
間
を
と
っ
て
み
て
も
観
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
三
年
調
査
の
結
果
を
、

二
〇
〇
三
年
内
閣
府
郵
送
法
調
査
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
表
2
の
中
段
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇

年
間
で
「
一
般
的
信
頼
」
は
二
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
特
定
化
信
頼
」
は
軒
並
み
低
下
し
て
い
る
。「
近
所
の

人
々
へ
の
信
頼
」
は
四
三
・
一
％
か
ら
三
一
・
九
％
へ
一
一
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
、「
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
」
は
七
三
・
七
％
か
ら
六
〇
・
四
％

へ
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
、「
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
」
は
四
二
・
九
％
か
ら
二
八
・
八
％
へ
一
四
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
と
い
ず
れ
も

大
幅
に
低
下
し
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
高
水
準
に
あ
る
「
家
族
へ
の
信
頼
」、「
親
戚
へ
の
信
頼
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
〇
％
ポ
イ
ン
ト
、

五
・
六
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
で
日
常
の
つ
き
あ
い
が
低
下
す
る
と
い
う
変
化
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
よ
り
長
期
間

を
と
っ
て
み
て
も
観
察
さ
れ
る
。「
近
所
づ
き
あ
い
」
で
は
、「
生
活
面
で
協
力
」
と
「
立
ち
話
程
度
は
す
る
」
の
合
計
は
七
〇
・
一
％
か

ら
五
九
・
〇
％
へ
一
一
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
、「
実
際
の
面
識
の
程
度
（
近
所
づ
き
あ
い
の
人
数
）」
が
一
〇
年
間
で
六
七
・
七
％
か
ら
五
六
・
八
％

へ
一
〇
・
九
％
ポ
イ
ン
ト
も
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
て
い
る
。
同
様
に
「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
が
五
七
・
七
％
か
ら

四
五
・
二
％
へ
一
二
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
低
下
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
親
戚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
も
一
〇
年
間
で
み
れ
ば
、

四
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
し
、「
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
」
も
二
五
・
四
％
か
ら
一
七
・
二
％
へ
八
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
団
体
参
加
率
は
「
地
縁
的
な
活
動
」
が
三
五
・
五
％
か
ら
五
〇
・
七
％
へ
一
五
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」
も
三
〇
・
九
％
か
ら
五
五
・
八
％
へ
二
四
・
九
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
る
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

一
一
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一
二
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
微
減
し
た
が
、
一
〇
年
間
で
は
プ
ラ
ス
一
三
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
一
〇
年
間
で
は
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
あ
る
一
般
的
信
頼
は
安
定
し
、
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
地
縁
活
動

と
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
は
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
接
す
る
隣
人
、
友
人
・
知
人
、
家
族
、

親
戚
な
ど
と
の
実
質
的
な
つ
き
あ
い
は
大
幅
に
減
り
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
こ
れ
ら
日
常
で
接
す
る
組
織
や
人
々
に
対
す
る
特

定
化
信
頼
は
大
幅
に
毀
損
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

3－

2　

回
答
者
の
属
性

二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
調
査
、
二
〇
一
三
調
査
は
い
ず
れ
も
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
の
居
住
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
母
集
団
推

計
に
は
十
分
な
サ
ン
プ
ル
数
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
二
〇
一
〇
年
調
査
と
二
〇
一
三
調
査
は
回
答
者
の
属
性
も

同
一
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
調
査
は
、
二
〇
歳
代
の
回
答
者
の
比
率
が
二
〇
一
〇
年
調
査
・
二
〇
一
三
年
調
査
と
比
較
し
て
高
い
が
、
こ

れ
は
表
2
の
括
弧
内
で
示
し
た
、
こ
の
間
の
人
口
構
成
の
変
化
と
整
合
し
て
い
る
。
三
調
査
の
差
は
、
サ
ン
プ
ル
バ
イ
ア
ス
に
起
因
す
る

と
は
考
え
に
く
い
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
わ
ず
か
三
年
の
間
に
、
一
般
的
信
頼
を
除
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る
構
造
的
な
社
会
関
係

資
本
と
、
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
の
影
響
を
受
け
や
す
い
特
定
化
信
頼
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
の
社
会
経
済
環
境
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天
災
で
あ
る
が
、
一

般
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
は
人
々
の
間
に
絆
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
絆
を
社
会
関
係
資
本
と
解
釈
す
れ
ば
、

こ
の
三
年
間
で
む
し
ろ
社
会
関
係
資
本
の
指
標
は
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
の
変
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
集
計
値
で
み
る
か
ぎ
り
本
調
査

一
二



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
三
）

表 3　回答者の属性比較
回答者の属性 2013（全国） 2010（全国） 2003（全国）

性別（%） 括弧内は総務省
2013年10月人口推計

括弧内は総務省
2010年10月人口推計

括弧内は総務省
2002年人口推計

　男性 45.5 （49.4） 45.3 （49.3） 47.0 （49.3）
　女性 54.5 （50.6） 54.7 （50.7） 51.9 （50.7）
年齢構成比（%）
　20歳代  8.5 （14.2） 11.4 （14.7） 19.1 （18.0）
　30歳代 14.3 （18.7） 16.4 （18.7） 16.3 （16.7）
　40歳代 17.2 （17.6） 16.7 （17.3） 16.2 （17.6）
　50歳代 17.8 （16.7） 17.3 （17.0） 18.4 （19.0）
　60歳代 23.4 （19.1） 23.3 （18.8） 18.5 （14.7）
　70歳以上 18.7 （13.6） 14.8 （13.4） 11.3 （10.0）
　平均年齢（才） 53.5 51.4 49.0
職業（％）
　自営業  9.5 12.4 15.7
　経営者  2.4  2.8  2.8
　民間勤め人 28.4 27.6 25.3
　公務員・教員  4.7  4.8  6.0
　（同上小計） （45.0） （47.6） （49.8）
　パート 15.0 15.5 13.8
　学生  1.7  2.3  1.4
　無職 16.4 13.4 12.1
　専業主婦 ･ 夫 16.6 17.9 19.0
学歴
　小中学校 10.5 11.5 13.0
　高等学校 40.2 39.1 41.4
　専修学校他 11.4 10.8  9.7
　高専・短大 10.7 11.1 10.2
　大学 23.6 23.5 22.5
　大学院  2.3  2.3  1.1
年間世帯所得
　＜200  9.9  8.1  6.0
　200 ～ 400＜ 29.4 22.1 23.4
　400 ～ 600＜ 22.8 19.9 22.0
　600 ～ 800＜ 13.9 13.7 14.9
　800 ～ 1000＜  9.2 10.1 12.1
　1000 ～ 1200＜  4.1  4.9  6.7
　1200≦  4.1  6.3  5.0
居住形態
　持家（％） 76.8 79.4 80.2
　借家（％） 20.2 19.0 18.5
　居住年数（年） 25.5 24.9 ≧20

* 最頻値　　** 中央値　　*** 最頻値・中央値
2003年内閣府調査の平均年齢と居住年数は回答分布から推計した中央値
http://www.stat.go.jp/data/jinsui/2011np/pdf/tables.pdf
2013年12月24日アクセス

*

**
** **
* *

*** *** ***

*** * *
** **
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の
結
果
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
反
対
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

3－
3 　

調
査
間
の
有
意
差
検
定

以
上
の
よ
う
に
、
集
計
値
で
み
た
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
三
年
の
三
時
点
に
お
け
る
調
査
の
結
果
は
大
幅
に
異
な
る
が
、

個
票
デ
ー
タ
か
ら
の
分
析
で
こ
れ
ら
三
調
査
の
結
果
は
統
計
的
に
有
意
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
調
査
の
回
答
は
、
基
本
的
に
正
規
分

布
で
は
な
く
、
か
つ
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
で
あ
る
の
で
、
三
調
査
間
の
差
異
を
み
る
た
め
に
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
（
マ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト

ニ
ー
検
定
）
を
行
っ
た

（
10
）

。
表
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の
間
で
は
、
調
査
対
象
と
し
て
い
る
社

会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
五
％
以
下
（
両
側
）
で
統
計
的
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
。
統
計
的
に
有
意
な
差
が
み

ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
回
答
の
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
項
目
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
「
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
」（
両
側
漸
近
有
意
確

率
〇
・
六
九
三
）
の
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
変
化
は
、
個
票
デ
ー
タ
で
み
て
も
、「
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
」

を
除
き
、
す
べ
て
有
意
に
異
な
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
は
さ
ん
だ
二
〇
一
〇
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の
比
較
で
は
、
有
意

差
が
み
ら
れ
な
い
（
回
答
パ
タ
ー
ン
が
か
わ
ら
な
い
）
の
は
「
一
般
的
信
頼
」（
同
〇
・
三
一
一
）、
特
定
化
信
頼
の
な
か
の
「
近
所
の
人
々
へ

の
信
頼
」（
同
〇
・
五
九
七
）、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」（
同
〇
・
一
九
三
）、
団
体
参
加
の
う
ち
「
地
縁
的
な
活
動
」（
同
〇
・
〇
九
二
）
だ
け

で
あ
る
。

要
す
る
に
、
社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
に
関
す
る
回
答
は
個
票
ベ
ー
ス
で
み
て
も
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
年
調
査
、

二
〇
一
三
年
調
査
の
三
調
査
の
間
で
、
統
計
的
に
有
意
に
異
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
、
地
縁

団
体
へ
の
参
加
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
、
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
を
の
ぞ
き
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

一
四



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
五
）

二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
〇
年

調
査
で
は
、
回
答
者
の
回
答
パ

タ
ー
ン
は
、
社
会
関
係
資
本
に
関

連
す
る
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
、
統

計
的
に
有
意
に
異
な
っ
て
い
る
。

階
層
別
デ
ー
タ
の
有
意
差
検
定

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
三
年
調
査

と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の
違
い
は

ど
こ
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
上
記
の
回
答
者
の
属
性
で

み
る
と
、
①
高
齢
化
、
②
低
所
得

化
、
③
雇
用
形
態
の
変
化
、
④

二
〇
一
三
年
調
査
の
バ
イ
ア
ス
で

あ
る
が
回
答
者
に
お
け
る
女
性
比

率
の
上
昇
、
が
み
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
以
下
で
は
、
年
齢
階
層

表 4　2003年・2010年・2013年調査間のMann-Whitney 検定（網掛けは両側 5％以下で有意）

Mann-Whitney 検定　漸近有意確率（両側）

2003対2010 2010対2013 2003対2013

一般的信頼 0.423 0.311 0.042
特定化信頼

市役所・町村役場等 0.000 0.014 0.000
学校・病院等の公的機関等 0.000 0.000 0.000
警察や交番等 0.137 0.002 0.002
地域の諸団体その 1

（自治会等の地縁団体） 0.000 0.000 0.000

地域の諸団体その 2
（ボランティア・NPO・市民活動団体） 0.000 0.001 0.000

勤務先（会社等） 0.000 0.002 0.000
近所の人々 0.000 0.597 0.000
家族 0.000 0.000 0.000
親戚 0.000 0.006 0.000
友人・知人 0.000 0.000 0.000
職場の同僚 0.000 0.000 0.000

ネットワーク　つきあい
近所づきあいの頻度 0.000 0.193 0.000
近所づきあいの人数 0.000 0.015 0.000
友人・知人とのつきあい 0.000 0.002 0.000
親戚・親類とのつきあい 0.702 0.000 0.000
職場の同僚とのつきあい 0.003 0.002 0.693

ネットワーク　団体参加
地縁的な活動 0.000 0.092 0.000
スポーツ・趣味・娯楽活動 0.000 0.000 0.000
ボランティア・NPO・市民活動 0.000 0.002 0.000
その他の団体活動 0.000 0.023 0.000
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別
、
所
得
階
層
別
、
職
業
別
、
男
女
別
の
四
つ
の
観
点
か
ら
有
意
差
の
有
無
を
検
定
し
て
み
よ
う
。

年
齢
階
層
別

本
稿
で
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
年
齢
階
層
別
の
集
計
値
（
個
票
の
平
均
値
）
の
比
較
で
は
、
今
回
対
象
と
し
た
三
調
査
に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
齢
者
ほ
ど
社
会
関
係
資
本
が
厚
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
六
〇
歳
以
上
が
回
答
者
に
占
め
る
比
率
は
、

二
〇
〇
三
年
調
査
の
三
割
弱
（
二
九
・
八
％
）
か
ら
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
四
割
以
上
（
四
二
・
一
％
）
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
そ
も
そ
も

社
会
関
係
資
本
の
数
値
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
向
上
す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と

二
〇
一
〇
年
調
査
の
集
計
値
の
変
化
は
、
社
会
関
係
資
本
の
改
善
で
は
な
く
、
逆
に
毀
損
を
示
し
て
い
る
の
で
、
高
齢
化
が
社
会
関
係
資

本
の
毀
損
を
招
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

表
5
は
三
調
査
間
の
個
票
ベ
ー
ス
で
年
齢
階
層
別
の
有
意
差
検
定
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
一
三
年
の
比
較
で
年

齢
階
層
別
の
有
意
差
検
定
を
み
る
と
、
集
計
値
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
「
近
所
づ
き
あ
い
」
や
、「
友
人
・
知
人
、
親
戚
、
な
ど
と

の
つ
き
あ
い
」
は
、
基
本
的
に
全
年
齢
階
層
ご
と
に
調
査
間
で
有
意
に
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
近
所
、
友
人
・
知
人
、
親
戚
な

ど
と
の
つ
き
あ
い
の
違
い
は
、
高
齢
化
の
影
響
で
は
な
く
、
高
齢
化
以
外
の
要
因
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
同
様

に
、
集
計
値
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
「
特
定
化
信
頼
」
の
項
目
は
二
〇
歳
代
と
三
〇
歳
代
で
は
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
四
〇

歳
以
上
の
年
齢
階
層
の
回
答
が
有
意
に
両
調
査
間
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
高
齢
化
が
あ
る
程
度
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か

し
、
有
意
差
が
生
じ
る
の
が
四
〇
歳
代
か
ら
と
比
較
的
若
い
年
齢
階
層
で
あ
る
点
を
鑑
み
る
と
、
高
齢
化
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
よ
う

に
も
み
え
る
。
た
だ
し
、
団
体
参
加
の
う
ち
、
地
縁
的
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
に
つ
い
て
は
、
五
〇
歳
代
と
六
〇

一
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日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
七
）

表 5　年齢階層別　Mann-Whitney 検定　漸近有意確率（網掛けは両側 5％以下で有意）
2003対2010 2010対2013 2003対2013

一般的信頼

30歳未満 0.385 0.283 0.012

30～39歳 0.345 0.710 0.487

40～49歳 0.310 0.144 0.004

50～59歳 0.753 0.442 0.680

60～69歳 0.580 0.442 0.699

70歳以上 0.420 0.587 0.915

特定化信頼

 市役所・町村役場等

30歳未満 0.826 0.135 0.035

30～39歳 0.919 0.026 0.024

40～49歳 0.653 0.019 0.092

50～59歳 0.002 0.748 0.000

60～69歳 0.000 0.295 0.000

70歳以上 0.000 0.351 0.000

 学校・病院等の公的機関等

30歳未満 0.427 0.610 0.734

30～39歳 0.111 0.404 0.006

40～49歳 0.190 0.431 0.015

50～59歳 0.000 0.039 0.000

60～69歳 0.000 0.001 0.000

70歳以上 0.000 0.000 0.000

 警察や交番等

30歳未満 0.085 0.646 0.016

30～39歳 0.074 0.133 0.129

40～49歳 0.901 0.765 0.856

50～59歳 0.065 0.654 0.008

60～69歳 0.004 0.000 0.000

70歳以上 0.000 0.028 0.000

 地域の諸団体その 1 （自治会等の地縁団体）

30歳未満 0.409 0.164 0.716

30～39歳 0.758 0.036 0.085

40～49歳 0.947 0.017 0.017

50～59歳 0.001 0.012 0.055

60～69歳 0.000 0.282 0.000

70歳以上 0.000 0.846 0.000

 地域の諸団体その 2 （ボランティア・NPO・市民活動団体）

30歳未満 0.313 0.522 0.558

30～39歳 0.361 0.079 0.504

40～49歳 0.147 0.061 0.962

50～59歳 0.000 0.043 0.000

60～69歳 0.000 0.913 0.000

70歳以上 0.000 0.918 0.000

2003対2010 2010対2013 2003対2013

特定化信頼（続き）

 勤務先（会社等）

30歳未満 0.816 0.551 0.805

30～39歳 0.021 0.562 0.012

40～49歳 0.912 0.345 0.642

50～59歳 0.000 0.283 0.000

60～69歳 0.000 0.069 0.000

70歳以上 0.000 0.000 0.000

 近所の人々

30歳未満 0.135 0.645 0.189

30～39歳 0.431 0.359 0.917

40～49歳 0.069 0.334 0.001

50～59歳 0.000 0.039 0.000

60～69歳 0.000 0.480 0.000

70歳以上 0.000 0.014 0.000

 家族

30歳未満 0.103 0.013 0.311

30～39歳 0.775 0.517 0.381

40～49歳 0.437 0.005 0.000

50～59歳 0.001 0.049 0.000

60～69歳 0.000 0.001 0.000

70歳以上 0.000 0.078 0.000

 親戚

30歳未満 0.740 0.775 0.384

30～39歳 0.095 0.612 0.072

40～49歳 0.550 0.007 0.050

50～59歳 0.002 0.205 0.000

60～69歳 0.000 0.081 0.000

70歳以上 0.000 0.432 0.000

 友人・知人

30歳未満 0.113 0.119 0.926

30～39歳 0.519 0.574 0.796

40～49歳 0.356 0.002 0.032

50～59歳 0.000 0.715 0.000

60～69歳 0.000 0.324 0.000

70歳以上 0.000 0.138 0.000

 職場の同僚

30歳未満 0.912 0.655 0.569

30～39歳 0.171 0.183 0.676

40～49歳 0.234 0.040 0.001

50～59歳 0.000 0.106 0.000

60～69歳 0.000 0.089 0.000

70歳以上 0.000 0.000 0.000
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歳
代
で
有
意
に
異

な
っ
て
い
る
の
で
、

高
齢
化
の
影
響
が
み

ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

こ
こ
で
は
示
し
て

い
な
い
が
、
本
節
の

冒
頭
で
も
ふ
れ
た
と

お
り
、
個
票
の
集
計

値
（
平
均
値
）
で
み

る
と
基
本
的
に
全
て

の
年
齢
階
層
で
全
体

の
集
計
値
の
比
較

（
表
2
）
で
み
た
の

と
同
様
な
変
化
が
読

み
取
れ
る
の
で
、

二
〇
〇
三
年
か
ら

2003対2010 2010対2013 2003対2013

ネットワーク つきあい

 近所づきあいの頻度

30歳未満 0.000 0.726 0.000

30～39歳 0.002 0.371 0.000

40～49歳 0.000 0.238 0.000

50～59歳 0.000 0.021 0.000

60～69歳 0.000 0.276 0.000

70歳以上 0.189 0.171 0.002

 近所づきあいの人数

30歳未満 0.004 0.327 0.000

30～39歳 0.000 0.935 0.000

40～49歳 0.000 0.066 0.000

50～59歳 0.009 0.002 0.000

60～69歳 0.014 0.135 0.000

70歳以上 0.024 0.028 0.000

 友人・知人とのつきあい

30歳未満 0.046 0.183 0.000

30～39歳 0.000 0.725 0.000

40～49歳 0.020 0.250 0.000

50～59歳 0.064 0.009 0.000

60～69歳 0.093 0.094 0.000

70歳以上 0.456 0.049 0.004

 親戚・親類とのつきあい

30歳未満 0.121 0.534 0.013

30～39歳 0.293 0.167 0.828

40～49歳 0.391 0.159 0.014

50～59歳 0.451 0.000 0.000

60～69歳 0.330 0.165 0.008

70歳以上 0.466 0.033 0.002

 職場の同僚とのつきあい

30歳未満 0.657 0.033 0.042

30～39歳 0.951 0.369 0.283

40～49歳 0.028 0.087 0.302

50～59歳 0.032 0.441 0.062

60～69歳 0.124 0.121 0.786

70歳以上 0.725 0.268 0.516

2003対2010 2010対2013 2003対2013

ネットワーク 団体参加

 地縁的な活動

30歳未満 0.173 0.433 0.535

30～39歳 0.183 0.540 0.414

40～49歳 0.000 0.048 0.000

50～59歳 0.024 0.907 0.011

60～69歳 0.000 0.002 0.000

70歳以上 0.003 0.060 0.000

 スポーツ・趣味・娯楽活動

30歳未満 0.000 0.491 0.000

30～39歳 0.000 0.385 0.000

40～49歳 0.000 0.947 0.000

50～59歳 0.000 0.019 0.000

60～69歳 0.000 0.016 0.000

70歳以上 0.009 0.001 0.000

 ボランティア・NPO・市民活動

30歳未満 0.028 0.783 0.033

30～39歳 0.987 0.344 0.331

40～49歳 0.002 0.571 0.003

50～59歳 0.001 0.314 0.000

60～69歳 0.000 0.034 0.000

70歳以上 0.000 0.065 0.000

 その他の団体活動

30歳未満 0.088 0.763 0.024

30～39歳 0.522 0.453 0.954

40～49歳 0.475 0.473 0.925

50～59歳 0.087 0.345 0.317

60～69歳 0.020 0.018 0.000

70歳以上 0.002 0.097 0.000

一
八



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
一
九
）

二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
は
、
高
齢
化
に
よ
る
影
響
は
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
限
定
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
地

縁
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を
除
け
ば
、
高
齢
化
が
集
計
値
の
こ
の
間
の
変
化
の
主
因
と
は
い
え
な
い

（
11
）

。

男
女
別

表
6
は
三
調
査
間
の
個
票
ベ
ー
ス
で
の
男
女
別
の
有
意
差
検
定
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の

有
意
な
差
が
女
性
で
み
ら
れ
る
項
目
は
、
表
6
に
示
さ
れ
た
二
一
項
目
の
う
ち
一
四
項
目
に
上
り
、
男
女
と
も
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た

の
は
五
項
目
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
の
変
化
は
女
性
に
お
け
る
社
会
関
係
資
本
が
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
に
変

化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
三
年
調
査
か
ら
二
〇
一
三
年
調
査
の
間
で
は
、
女

性
の
み
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
の
は
二
項
目
に
す
ぎ
ず
、
一
七
項
目
で
男
女
と
も
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
一
〇
年
間
の
変

化
は
女
性
の
比
率
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

所
得
階
層
別

表
7
は
調
査
間
の
個
票
ベ
ー
ス
で
の
所
得
階
層
別
の
有
意
差
検
定
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
の

比
較
で
は
、「
一
般
的
信
頼
」（
年
間
世
帯
収
入
が
二
〇
〇
万
円
未
満
の
階
層
の
み
有
意
）「
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
」（
同
一
、二
〇
〇
万
円
以

上
の
階
層
の
み
有
意
）、「
地
縁
活
動
」（
同
四
〇
〇
万
円
以
上
六
〇
〇
万
円
未
満
の
階
層
の
み
有
意
）、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は
ほ
と

ん
ど
、
な
い
し
は
す
べ
て
の
所
得
階
層
で
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
社
会
関
係
資
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
項

目
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
所
得
階
層
間
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
特
定
化
信
頼
の
な
か
の
「
近
所
の
人
々
」、「
友

一
九
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人
・
知
人
」、「
職
場
の
同

僚
」、
へ
の
信
頼
は
基
本
的

に
す
べ
て
の
所
得
階
層
で
有

意
な
差
が
み
ら
れ
る
し
、

「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ

い
の
程
度
と
頻
度
」
も
同
様

で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
一
般

的
信
頼
」、「
職
場
の
同
僚
と

の
つ
き
あ
い
」、「
地
縁
活

動
」、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・

娯
楽
活
動
」
は
個
票
ベ
ー
ス

で
み
て
も
一
〇
年
間
安
定
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
社
会

関
係
資
本
の
構
成
要
素
に
つ

い
て
は
、
所
得
水
準
に
か
か

わ
ら
ず
変
化
し
て
い
る
。
要

す
る
に
、
有
意
差
が
み
ら
れ

表 6　男女別　Mann-Whitney 検定　漸近有意確率（網掛けは両側 5％以下で有意）
2003対2010 2010対2013 2003対2013

一般的信頼
男性 0.641 0.587 0.293
女性 0.560 0.371 0.087

特定化信頼
 市役所・町村役場等

男性 0.002 0.006 0.382
女性 0.000 0.408 0.000

 学校・病院等の公的機関等
男性 0.000 0.093 0.000
女性 0.000 0.000 0.000

 警察や交番等
男性 0.109 0.748 0.097
女性 0.680 0.000 0.014

 地域の諸団体その 1 （自治会等の地縁団体）
男性 0.000 0.000 0.318
女性 0.000 0.140 0.000

 地域の諸団体その 2（ボランティア・NPO・市民活動団体）
男性 0.000 0.000 0.000
女性 0.000 0.430 0.000

 勤務先（会社等）
男性 0.000 0.178 0.000
女性 0.000 0.001 0.000

 近所の人々
男性 0.000 0.239 0.000
女性 0.000 0.768 0.000

 家族
男性 0.000 0.001 0.000
女性 0.001 0.000 0.000

 親戚
男性 0.001 0.547 0.000
女性 0.000 0.002 0.000

 友人・知人
男性 0.000 0.144 0.000
女性 0.000 0.000 0.000

2003対2010 2010対2013 2003対2013
特定化信頼（続き）
 職場の同僚

男性 0.000 0.077 0.000
女性 0.000 0.000 0.000

ネットワーク つきあい
 近所づきあいの頻度

男性 0.000 0.570 0.000
女性 0.000 0.195 0.000

 近所づきあいの人数
男性 0.001 0.077 0.000
女性 0.000 0.092 0.000

 友人・知人とのつきあい
男性 0.000 0.187 0.000
女性 0.000 0.002 0.000

 親戚・親類とのつきあい
男性 0.978 0.020 0.010
女性 0.826 0.001 0.002

 職場の同僚とのつきあい
男性 0.018 0.682 0.024
女性 0.291 0.000 0.028

ネットワーク 団体参加
 地縁的な活動

男性 0.000 0.473 0.000
女性 0.000 0.004 0.010

 スポーツ・趣味・娯楽活動
男性 0.000 0.010 0.000
女性 0.000 0.001 0.000

 ボランティア・NPO・市民活動
男性 0.000 0.141 0.000
女性 0.000 0.005 0.000

 その他の団体活動
男性 0.000 0.524 0.000
女性 0.076 0.010 0.000

二
〇



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
二
一
）

表 7　所得階層別　Mann-Whitney 検定　漸近有意確率（網掛けは両側 5％未満で有意）
2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

一般的信頼
 200万円未満 0.075 0.408 0.002
 200万円～ 400万円未満 0.864 0.517 0.365
 400万円～ 600万円未満 0.338 0.184 0.808
 600万円～ 800万円未満 0.748 0.631 0.947
 800万円～ 1000万円未満 0.710 0.310 0.522
1000万円～ 1200万円未満 0.515 0.431 0.950
1200万円以上 0.123 0.862 0.191

特定化信頼
 市役所・町村役場等

 200万円未満 0.000 0.037 0.009
 200万円～ 400万円未満 0.001 0.522 0.001
 400万円～ 600万円未満 0.145 0.228 0.771
 600万円～ 800万円未満 0.064 0.337 0.210
 800万円～ 1000万円未満 0.025 0.760 0.002
1000万円～ 1200万円未満 0.757 0.889 0.982
1200万円以上 0.812 0.179 0.138

 学校・病院等の公的機関等
 200万円未満 0.000 0.188 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.002 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.011 0.230 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.035 0.002 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.041 0.004 0.000
1000万円～ 1200万円未満 0.135 0.969 0.065
1200万円以上 0.023 0.982 0.009

 警察や交番等
 200万円未満 0.088 0.158 0.464
 200万円～ 400万円未満 0.167 0.031 0.004
 400万円～ 600万円未満 0.791 0.382 0.787
 600万円～ 800万円未満 0.961 0.038 0.131
 800万円～ 1000万円未満 0.930 0.016 0.090
1000万円～ 1200万円未満 0.286 0.946 0.104
1200万円以上 0.806 0.851 0.750

 地域の諸団体その 1 （自治会等の地縁団体）
 200万円未満 0.002 0.064 0.013
 200万円～ 400万円未満 0.002 0.685 0.001
 400万円～ 600万円未満 0.011 0.005 0.540
 600万円～ 800万円未満 0.122 0.483 0.243
 800万円～ 1000万円未満 0.070 0.093 0.511
1000万円～ 1200万円未満 0.506 0.114 0.650
1200万円以上 0.504 0.230 0.682

 地域の諸団体その 2（ボランティア・NPO・市民活動団体）
 200万円未満 0.000 0.010 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.825 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.004 0.003
 600万円～ 800万円未満 0.000 0.335 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.001 0.537 0.000
1000万円～ 1200万円未満 0.907 0.975 0.959
1200万円以上 0.120 0.036 0.873

2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

特定化信頼（続き）
 勤務先（会社等）

 200万円未満 0.000 0.329 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.486 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.858 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.064 0.004 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.107 0.174 0.005
1000万円～ 1200万円未満 0.237 0.299 0.657
1200万円以上 0.006 0.404 0.006

 近所の人々
 200万円未満 0.000 0.681 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.002 0.861 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.004 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.007 0.770 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.012 0.915 0.004
1000万円～ 1200万円未満 0.860 0.556 0.553
1200万円以上 0.631 0.755 0.501

 家族
 200万円未満 0.000 0.363 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.069 0.001 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.101 0.105 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.116 0.002 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.428 0.024 0.002
1000万円～ 1200万円未満 0.526 0.414 0.110
1200万円以上 0.634 0.578 0.328

 親戚
 200万円未満 0.000 0.934 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.590 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.055 0.950 0.038
 600万円～ 800万円未満 0.800 0.000 0.007
 800万円～ 1000万円未満 0.507 0.771 0.318
1000万円～ 1200万円未満 0.727 0.842 0.405
1200万円以上 0.840 0.095 0.550

 友人・知人
 200万円未満 0.000 0.733 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.091 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.798 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.211 0.004 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.296 0.147 0.009
1000万円～ 1200万円未満 0.175 0.277 0.632
1200万円以上 0.016 0.535 0.004

 職場の同僚
 200万円未満 0.000 0.120 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.783 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.317 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.003 0.009 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.056 0.114 0.000
1000万円～ 1200万円未満 0.033 0.138 0.186
1200万円以上 0.078 0.651 0.035
わからない 0.000 0.024 0.000

二
一
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る
場
合
は
、
ほ
と
ん

ど
の
所
得
階
層
で
有

意
で
あ
り
、
有
意
差

が
み
ら
れ
な
い
場
合

は
、
ほ
と
ん
ど
の
所

得
階
層
で
有
意
で
な

い
。
し
た
が
っ
て
、

所
得
水
準
の
高
低
が

二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
変
化

に
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
所
得
階

層
が
主
因
と
な
っ
て

集
計
値
の
差
が
生
じ

て
い
る
と
は
考
え
に

く
い

（
12
）

。

2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

ネットワーク つきあい
 近所づきあいの頻度

 200万円未満 0.000 0.965 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.045 0.489 0.001
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.300 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.072 0.022 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.341 0.038 0.001
1000万円～ 1200万円未満 0.815 0.652 0.792
1200万円以上 0.224 0.848 0.110

 近所づきあいの人数
 200万円未満 0.069 0.203 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.366 0.013 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.002 0.596 0.002
 600万円～ 800万円未満 0.198 0.067 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.003 0.955 0.001
1000万円～ 1200万円未満 0.296 0.746 0.408
1200万円以上 0.266 0.403 0.036

 友人・知人とのつきあい
 200万円未満 0.186 0.088 0.001
 200万円～ 400万円未満 0.042 0.143 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.106 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.199 0.316 0.009
 800万円～ 1000万円未満 0.130 0.769 0.039
1000万円～ 1200万円未満 0.003 0.475 0.006
1200万円以上 0.685 0.098 0.038

 親戚・親類とのつきあい
 200万円未満 0.957 0.002 0.001
 200万円～ 400万円未満 0.664 0.109 0.018
 400万円～ 600万円未満 0.310 0.044 0.335
 600万円～ 800万円未満 0.674 0.107 0.023
 800万円～ 1000万円未満 0.702 0.697 0.402
1000万円～ 1200万円未満 0.622 0.807 0.371
1200万円以上 0.513 0.509 0.920

 職場の同僚とのつきあい
 200万円未満 0.408 0.108 0.594
 200万円～ 400万円未満 0.043 0.103 0.435
 400万円～ 600万円未満 0.121 0.542 0.229
 600万円～ 800万円未満 0.111 0.479 0.239
 800万円～ 1000万円未満 0.337 0.022 0.209
1000万円～ 1200万円未満 0.386 0.044 0.218
1200万円以上 0.095 0.761 0.026

2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

ネットワーク 団体参加
 地縁的な活動

 200万円未満 0.008 0.494 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.011 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.418 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.060 0.339 0.215
 800万円～ 1000万円未満 0.004 0.704 0.003
1000万円～ 1200万円未満 0.000 0.299 0.000
1200万円以上 0.234 0.978 0.202

 スポーツ・趣味・娯楽活動
 200万円未満 0.076 0.011 0.000
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.000 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.000 0.108 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.000 0.578 0.000
 800万円～ 1000万円未満 0.000 0.496 0.000
1000万円～ 1200万円未満 0.132 0.032 0.000
1200万円以上 0.000 0.668 0.000

 ボランティア・NPO・市民活動
 200万円未満 0.309 0.266 0.026
 200万円～ 400万円未満 0.000 0.002 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.001 0.192 0.000
 600万円～ 800万円未満 0.038 0.707 0.005
 800万円～ 1000万円未満 0.014 0.910 0.002
1000万円～ 1200万円未満 0.060 0.701 0.011
1200万円以上 0.001 0.427 0.003

 その他の団体活動
 200万円未満 0.045 0.989 0.028
 200万円～ 400万円未満 0.510 0.007 0.000
 400万円～ 600万円未満 0.079 0.753 0.015
 600万円～ 800万円未満 0.110 0.823 0.035
 800万円～ 1000万円未満 0.981 0.099 0.070
1000万円～ 1200万円未満 0.740 0.632 0.343
1200万円以上 0.006 0.386 0.032

 自身の生活の満足度
 200万円未満 0.972 0.410 0.252
 200万円～ 400万円未満 0.201 0.001 0.089
 400万円～ 600万円未満 0.473 0.032 0.001
 600万円～ 800万円未満 0.712 0.131 0.296
 800万円～ 1000万円未満 0.650 0.959 0.696
1000万円～ 1200万円未満 0.690 0.503 0.207
1200万円以上 0.090 0.121 0.000
わからない 0.712 0.212 0.064

二
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日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
二
三
）

職
業
別

表
3
で
は
、「
民
間
企
業
・
団
体
の
勤
め
人
」
の
比
率
は
二
〇
〇
三
年
二
五
・
三
％
、
二
〇
一
〇
年
二
七
・
六
％
、
二
〇
一
三
年

二
八
・
四
％
と
漸
増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
調
査
は
、
正
規
・
非
正
規
別
内
訳
は
尋
ね
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
「
勤
め

人
」
の
う
ち
「
正
規
社
員
」
が
二
二
・
九
％
、「
契
約
社
員
・
派
遣
社
員
」
が
五
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
、「
パ
ー
ト
」
が

二
〇
〇
三
年
一
三
・
八
％
か
ら
二
〇
一
三
年
一
五
・
〇
％
へ
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
考
え
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
で
非
正
規
雇
用
の

比
率
が
大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
無
職
」
が
二
〇
〇
三
年
一
二
・
一
％
、
二
〇
一
〇
年
一
三
・
四
％
、

二
〇
一
三
年
一
六
・
四
％
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
一
方
で
、「
自
営
業
」
が
二
〇
〇
三
年
一
五
・
七
％
、
二
〇
一
〇
年
一
二
・
四
％
、

二
〇
一
三
年
九
・
五
％
へ
と
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
労
働
市
場
の
変
化
が
回
答
者
の
雇
用
形
態
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

表
8
は
調
査
間
の
個
票
ベ
ー
ス
で
の
職
業
別
の
有
意
差
検
定
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
の
比
較

で
は
、
有
意
差
の
有
無
が
職
業
別
に
異
な
る
。「
民
間
企
業
・
団
体
の
経
営
者
・
役
員
」「
公
務
員
」「
学
生
」
の
個
票
ベ
ー
ス
で
の
回
答

傾
向
は
、「
団
体
参
加
」
を
除
け
ば
両
調
査
の
間
で
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
有
意
な
差
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
職
業
別
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
の
社
会
関
係
資
本
は
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
構
成
要
素
で
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、「
特
定
化
信
頼
」
で
は
「
自
営

業
」「
無
職
」「
専
業
主
婦
・
主
夫
」
が
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
「
民
間
企
業
・
団
体
の
勤
め
人
」
と
「
臨
時
・
パ
ー
ト
」
で
社
会
関

係
資
本
の
構
成
要
素
の
多
く
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
の
個
票
ベ
ー
ス
の
回
答
パ
タ
ー
ン
に
お

け
る
有
意
差
の
有
無
は
、
職
業
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
こ
の
間
の
社
会
関
係
資
本
の
大
き
な
変
化
は
基
本
的
に
就
業
構
造
の
変
化
に
起

因
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
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表 8　職業別　Mann-Whitney 検定　漸近有意確率（網掛けは両側 5％未満で有意）
2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

一般的信頼
自営業 0.691 0.569 0.990
民間企業・団体の経営者、役員 0.897 0.366 0.263
民間企業・団体の勤め人 0.192 0.652 0.305
公務員・教員 0.036 0.078 0.506
臨時・パート 0.401 0.628 0.710
学生 0.884 0.634 0.775
無職 0.477 0.982 0.342
専業主婦・主夫 0.868 0.176 0.227

特定化信頼
 近所の人々

自営業 0.002 0.787 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.373 0.339 0.108
民間企業・団体の勤め人 0.012 0.130 0.085
公務員・教員 0.728 0.611 0.335
臨時・パート 0.178 0.724 0.243
学生 0.661 0.556 0.271
無職 0.000 0.684 0.000
専業主婦・主夫 0.000 0.879 0.000

 家族
自営業 0.290 0.012 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.001 0.370 0.000
民間企業・団体の勤め人 0.464 0.000 0.000
公務員・教員 0.229 0.267 0.014
臨時・パート 0.217 0.096 0.003
学生 0.347 0.376 0.907
無職 0.000 0.263 0.000
専業主婦・主夫 0.018 0.055 0.000

 親戚
自営業 0.011 0.148 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.794 0.614 0.588
民間企業・団体の勤め人 0.520 0.373 0.218
公務員・教員 0.252 0.324 0.015
臨時・パート 0.323 0.061 0.804
学生 0.952 0.613 0.696
無職 0.000 0.998 0.000
専業主婦・主夫 0.004 0.071 0.000

 友人・知人
自営業 0.003 0.492 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.360 0.418 0.058
民間企業・団体の勤め人 0.029 0.104 0.000
公務員・教員 0.778 0.277 0.140
臨時・パート 0.023 0.188 0.000
学生 0.543 0.159 0.058
無職 0.000 0.750 0.000
専業主婦・主夫 0.000 0.054 0.000

2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

特定化信頼（続き）
 職場の同僚

自営業 0.000 0.078 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.945 0.168 0.352
民間企業・団体の勤め人 0.028 0.842 0.017
公務員・教員 0.780 0.301 0.231
臨時・パート 0.117 0.769 0.024
学生 0.065 0.592 0.139
無職 0.000 0.032 0.000
専業主婦・主夫 0.000 0.000 0.000

ネットワーク つきあい
 近所づきあいの頻度

自営業 0.190 0.903 0.169
民間企業・団体の経営者、役員 0.372 0.859 0.208
民間企業・団体の勤め人 0.000 0.871 0.000
公務員・教員 0.163 0.838 0.106
臨時・パート 0.311 0.787 0.415
学生 0.973 0.912 0.897
無職 0.022 0.104 0.000
専業主婦・主夫 0.025 0.084 0.000

 近所づきあいの人数
自営業 0.152 0.942 0.086
民間企業・団体の経営者、役員 0.183 0.673 0.228
民間企業・団体の勤め人 0.000 0.540 0.000
公務員・教員 0.649 0.889 0.475
臨時・パート 0.759 0.330 0.521
学生 0.199 0.731 0.180
無職 0.755 0.019 0.003
専業主婦・主夫 0.151 0.041 0.000

 友人・知人とのつきあい
自営業 0.096 0.893 0.040
民間企業・団体の経営者、役員 0.727 0.785 0.899
民間企業・団体の勤め人 0.000 0.203 0.000
公務員・教員 0.047 0.327 0.199
臨時・パート 0.015 0.239 0.000
学生 0.139 0.476 0.382
無職 0.856 0.003 0.004
専業主婦・主夫 0.013 0.061 0.000

 親戚・親類とのつきあい
自営業 0.627 0.152 0.249
民間企業・団体の経営者、役員 0.923 0.968 0.940
民間企業・団体の勤め人 0.308 0.033 0.296
公務員・教員 0.052 0.357 0.284
臨時・パート 0.905 0.008 0.017
学生 0.857 0.340 0.407
無職 0.259 0.040 0.393
専業主婦・主夫 0.287 0.036 0.319

二
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日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
二
五
）

4
．
考
察

本
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
年
調

査
と
の
比
較
を
し
た
。
過
去
の
調
査
の
比
較
で
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
で
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
あ
る

一
般
的
信
頼
は
安
定
し
、
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
地
縁
活
動
と
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
は
大
幅
に
上
昇
し
た

が
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
接
す
る
隣
人
、
友
人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
、
家
族
、
親
戚
な
ど
と
の
実
質
的
な
つ
き
あ
い
は
大
幅
に
減
り
、

認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
こ
れ
ら
日
常
で
接
す
る
組
織
や
人
々
に
対
す
る
特
定
化
信
頼
は
大
幅
に
毀
損
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

2003
対

2010

2010
対

2013

2003
対

2013

ネットワーク つきあい（続き）
 職場の同僚とのつきあい

自営業 0.822 0.166 0.070
民間企業・団体の経営者、役員 0.678 0.530 0.373
民間企業・団体の勤め人 0.192 0.119 0.003
公務員・教員 0.277 0.849 0.129
臨時・パート 0.053 0.744 0.009
学生 0.257 0.861 0.403
無職 0.465 NA NA
専業主婦・主夫 0.638 NA NA

ネットワーク 団体参加
 地縁的な活動

自営業 0.000 0.245 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.041 0.872 0.008
民間企業・団体の勤め人 0.000 0.641 0.000
公務員・教員 0.000 0.714 0.000
臨時・パート 0.000 0.694 0.000
学生 0.047 0.414 0.119
無職 0.010 0.053 0.000
専業主婦・主夫 0.197 0.003 0.000

 スポーツ・趣味・娯楽活動
自営業 0.000 0.785 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.004 0.337 0.000
民間企業・団体の勤め人 0.000 0.059 0.000
公務員・教員 0.000 0.398 0.000
臨時・パート 0.001 0.000 0.000
学生 0.019 0.346 0.001
無職 0.309 0.000 0.000
専業主婦・主夫 0.000 0.461 0.000

 ボランティア・NPO・市民活動
自営業 0.000 0.074 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.114 0.284 0.005
民間企業・団体の勤め人 0.001 0.277 0.000
公務員・教員 0.002 0.926 0.000
臨時・パート 0.068 0.011 0.000
学生 0.806 0.557 0.416
無職 0.001 0.045 0.000
専業主婦・主夫 0.014 0.027 0.000

 その他の団体活動
自営業 0.003 0.377 0.000
民間企業・団体の経営者、役員 0.147 0.145 0.002
民間企業・団体の勤め人 0.026 0.925 0.008
公務員・教員 0.186 0.762 0.048
臨時・パート 0.339 0.195 0.019
学生 0.770 0.818 0.854
無職 0.007 0.074 0.000
専業主婦・主夫 0.083 0.353 0.004

二
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（
二
六
）

し
か
も
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
三
年
間
で
も
み
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
わ
ず
か
三
年
の
間

に
、
一
般
的
信
頼
を
除
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る
構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
と
、
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社
会
関
係
資

本
の
影
響
を
受
け
や
す
い
特
定
化
信
頼
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
の
社
会
経
済
環
境
に
お
け
る
大
き

な
変
化
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天
災
の
激
化
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
は
人
々
の
間
に
絆
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
絆
を
社
会
関
係
資
本
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
三
年
間
で
む
し
ろ
社
会
関
係
資
本
の
指
標
は
強
化
さ

れ
る
方
向
へ
の
変
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
集
計
値
で
み
る
か
ぎ
り
本
調
査
の
結
果
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
反
対
の
変
化
を
示
唆
し
て
い

る
。二

〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
は
、
性
別
、
年
齢
階
層
別
、
年
間
世
帯
収
入
別
で
み
た
場
合
、
基
本
的
に
全
て
の
階
層
で

有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
の
で
、
性
別
、
高
齢
化
、
収
入
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
職
業
別
に
み
た
場
合
は
、
有

意
に
差
が
み
ら
れ
る
職
種
と
、
そ
う
で
な
い
職
種
に
二
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の
比
較
で
み

ら
れ
た
社
会
関
係
資
本
の
変
化
は
、
基
本
的
に
こ
の
間
の
雇
用
環
境
と
労
働
市
場
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

5
．
結
論

社
会
関
係
資
本
は
、
本
稿
で
用
い
た
調
査
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
社
会
全
般
へ
の
信
頼
は
安
定
し
て
、
地
域
に
お
け
る
団
体
参
加
率
も
上
昇
し
た
が
、
近
所
や
友
人
・
知
人
と
の
関
係
も
含

め
た
特
定
化
信
頼
や
つ
き
あ
い
の
頻
度
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。P

utnam

（2000
）
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て

二
六



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
二
七
）

米
国
の
社
会
関
係
資
本
が
毀
損
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
彼
の
指
摘
は
、
そ
の
後
、
大
き
な
議
論
を
呼
び
、
賛
否
両
論
が
あ
る

（
13
）

。

本
稿
で
検
討
し
た
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
年
調
査
、
二
〇
一
三
年
調
査
の
経
年
変
化
は
、
わ
ず
か
一
〇
年
間
の
変
化
で
あ
り
、
通

常
の
社
会
調
査
み
ら
れ
る
一
〇
年
間
の
変
化
と
し
て
は
異
例
に
大
き
い
も
の
で
あ
る

（
14
）

。
当
然
、
よ
り
詳
細
な
研
究
で
補
完
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
三
調
査
間
で
は
、
集
計
値
に
よ
る
比
較
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
票
ベ
ー
ス
の
回
答
パ
タ
ー
ン

か
ら
み
て
も
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
に
、
社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
の
多
く
で
、
統
計
的
に
有
意
な
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
の
変
化
が
単
な
る
景
気
変
動
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
構
造
的
な
変
化
に
起
因
す
る
も
の
か
は
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
が
、
日
本
で
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
い
り
、
社
会
関
係
資
本
が
毀
損
し
て
い
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
雇
用
環
境
と
労
働
市
場
の
変
化

に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

謝
辞

本
調
査
は
平
成
二
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
政
策
含
意
│
そ
の

醸
成
要
因
と
地
域
差
の
研
究
（
課
題
番
号 24243040 

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
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）」
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
研
究
分
担
者
の
石
田
光

規
先
生
、
石
田
祐
先
生
、
菅
野
剛
先
生
、
西
川
雅
史
先
生
、
露
口
健
司
先
生
か
ら
貴
重
な
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
閣
府
国
民
生

活
局
か
ら
二
〇
〇
三
年
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
助
成
を
賜
っ
た
文
部
科
学
省
と
内
閣
府
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
査
読
の
労
を
お
取
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
か
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も
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
資

料
は
緒
方
淳
子
、
草
ヶ
谷
明
日
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の
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氏
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作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
氏
に
対
し
て
も
記
し
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（
1
） 

社
会
関
係
資
本
の
定
義
は
稲
葉
（2005, 2008

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

Ｋ
6
値
。

（
3
） 

社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
は
信
頼
、
互
酬
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
対
象
と
し
た
全
国
社
会
調
査

二
八



日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
。（
稲
葉
）

（
二
九
）

は
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
国
民
生
活
局
調
査
（
郵
送
法
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
併
用
）、
二
〇
〇
五
年
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、

二
〇
〇
七
年
日
本
総
研
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
二
〇
〇
八
年
稲
葉
・
日
本
総
研
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
稲
葉
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
調
査
（
郵
送

法
）、
今
回
の
二
〇
一
三
年
調
査
（
郵
送
法
）
の
み
で
あ
る
。

（
4
） 
平
成
二
五
年
七
月
二
三
日
付
承
認
番
号 25-11-0

（
5
） 

本
稿
で
記
述
し
て
い
る
集
計
値
は
欠
損
値
を
含
め
た
総
数
を
分
母
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

（
6
） 

調
査
結
果
の
概
要
は
、
内
閣
国
民
生
活
局
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。
同
調
査
は
、
郵
送
法
調
査
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
を
同
一
の
質
問
票
を
用
い
て
実
施

し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
郵
送
法
の
み
を
扱
う
。

（
7
） 

社
会
全
体
へ
の
信
頼
を
一
般
的
信
頼
（generalized trust

）、
特
定
の
人
・
組
織
な
ど
へ
の
信
頼
を
特
定
化
信
頼
（particularized trust

）

と
呼
ん
で
い
る
が
、
筆
者
は
一
般
的
信
頼
をtrust

、
特
定
化
信
頼
をtrustw

orthiness

と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
8
） 

た
と
え
ば
、
稲
葉
（
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
日
経
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
河
北
新
報
、
福
島
民
報
各
紙
の
記
事
を
二
〇
一
一
年
三
月
一
一

日
か
ら
二
〇
一
三
年
二
月
四
日
の
間
、「
震
災
＆
絆
」
で
検
索
す
る
と
七
、三
三
四
件
ヒ
ッ
ト
す
る
。

（
9
） 

た
と
え
ば
、
外
谷
（
二
〇
一
四
）
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
の
面
積
当
た
り
自
然
災
害
回
数
を
被
説
明
変
数
、
信
頼
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ

の
国
際
安
全
・
信
頼
指
標
）
と
政
府
の
質
（
カ
ウ
フ
マ
ン
ら
に
よ
る
世
界
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
）
を
説
明
変
数
と
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
デ
ー
タ
（
信
頼
は
一
〇
四
カ
国
、
政
府
の
質
は
一
七
七
カ
国
）
に
よ
る
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
自
然
災
害
が
特
に

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
お
い
て
、
災
害
が
多
い
国
ほ
ど
、
信
頼
と
政
府
の
質
で
み
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
高
い
と
し
て
い
る
。

（
10
） 

使
用
統
計
ソ
フ
ト
はS

P
S
S
version19 

お
よ
び 21

。

（
11
） 

石
田
祐
博
士
よ
り
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
と
の
間
に
一
〇
年
の
期
間
が
あ
る
の
で
、
年
齢
階
層
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
年
齢

階
層
を
一
〇
年
ず
ら
す
、
つ
ま
り
、
二
〇
〇
三
年
調
査
の
二
〇
歳
代
と
二
〇
一
三
年
調
査
の
三
〇
歳
代
と
の
比
較
の
ほ
う
が
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と

の
指
摘
を
受
け
た
。
次
回
の
課
題
と
し
た
い
。

（
12
） 

た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
を
は
さ
ん
だ
二
〇
一
〇
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調
査
の
比
較
で
は
、「
地
域
で
の
団
体
活
動
」
に
つ
い
て
、
主
に

四
〇
〇
万
円
以
下
の
低
所
得
層
の
間
で
、
ま
た
、「
特
定
化
信
頼
」
で
、
六
〇
〇
万
円
以
上
八
〇
〇
万
円
未
満
の
層
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
。「
地

二
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
三
〇
）

域
で
の
団
体
活
動
」
と
「
特
定
化
信
頼
」
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
所
得
階
層
で
三
年
間
の
間
に
変
化
し
て
い
る
。

（
13
） P

utnam
 

（2000

）
へ
の
批
判
に
つ
い
て
はInaba 

（2013, pp.327-329

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
） 
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
、
重
要
な
事
柄
を
相
談
す
る
人
が
い
な
い
、
と
す
る
人
の
比
率
が
八
・
一
％
か
ら
二
二
・
六
％
へ
三
倍
に
な
り
、
人
々

の
も
つ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
平
均
サ
イ
ズ
も
三
・
〇
六
人
か
ら
二
・
一
二
人
へ
三
分
の
二
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
たM

cP
herson 

（2006

）

は
、
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
二
〇
年
間
の
変
化
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
こ
の
研
究
結
果
が
二
〇
年
間
と
い
う

期
間
の
変
化
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
一
層
の
検
証
が
必
要
と
し
て
い
る
。

三
〇


